
                  

  秋は、勉強、スポーツ、芸術、読書などさまざまな活動に打ち込むのにぴったりな季節

です。また、新米、さば、さつま芋、くり、ぶどう、きのこ類などおいしい食べ物がたくさん出

回ります。秋を感じる食べ物をたくさん見つけ、よく味わいながら食べましょう。 
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どんな料理にも合う 

  和洋中、どんな料理にもよく 

合います。 

腹持ちがよい 

  粉でなく粒のため、消化がゆる

やかに進みます。 

塩分はゼロ 

  パンやめんと違って、食塩を使

わずに作れます。 

量の調整がしやすい 

  食べる量を自分で考えて柔軟に

調整できます。 

 お米は日本人にとって主食であり、古来から神事や祭事において 

中心となる重要な作物です。 

主食にはお米のご飯のほか、小麦などから作られるパンやめんもあります。主食となる食

べ物に多く含まれている炭水化物（糖質）は体や脳を動かすエネルギー源で、子どもたち

にとっては体が成長するために欠かせません。主食としてのご飯には次のような良さがあ

ります。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 今、世界から熱い視線を集めている「和食」。給食でも数多く登場します。 

給食は、食品群の頭文字をつなげた『まごわ（は）やさしい』の食べ物がよく使われています。 

『まごポイント』が高くなるほど「和食度」が高くなり、健康で栄養バランスも整いやすい食事 

になります。 

 

 

 １０月１６日は「世界食料デー（World Food Day）」。国連が制定した、世界の食料問題に 

ついて考える日です。世界では、すべての人が十分に食べられるだけの食料が生産されている 

にもかかわらず、飢餓の問題はまだ解決されていません。さらに近年の紛争や異常気象、経済 

の悪化などで世界では６億７，３００万人（２０２４年）が飢餓に直面しています。 

 一方、まだ食べられるのに捨てられてしまう食べ物のことを「食品ロス」といいますが、日本で 

はこの食品ロスが、２０２３年度で年間４６４万トンと推定されています。１人当たりにすると１日 

約１０２ｇ、１年で約３７ｋｇにもなるそうです。  

この機会に、私たちが毎日食べているものはどこから 

来ているのかについてよく知り、自分たちが食べ物を 

むだにしないためにどうするべきかを考えてみませんか。 

☆行事食について知ろう～十五夜（１０／６）～ 
  昔の日本で使われていた月の満ち欠けをもとにしたこよみ（旧暦）では、毎月１５日の夜は 

必ず満月になりました。その中でも、とくに旧暦８月１５日の満月が「中秋の名月」です。 

十五夜には、日本では稲穂に見立てたすすきと、収穫された、里芋など 

をお供えし、秋の実りを祝いました。そのため「いも名月」とよばれること 

もあります。また月に似せた丸い団子をお供えするようにもなりました。 

 給食では、里芋を入れたのっぺい汁とみたらし団子を出します。 

 

 

 

 


